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� はじめに

中京都市圏（愛知県、岐阜・三重両県の一部）は関東・
関西都市圏と比べて自動車利用者が多く、全国的に見て
も自動車依存度が非常に高い。渋滞が慢性的に起こって
いるのが現状である ���。
そこで、新規に建設すべき道路を計画することを目的
とした考察を行う。従来の手段としては、渋滞の地域分
布をもとに新しい道路の建設案を作成し、最適モデルを
決定する交通量配分モデルが知られているが、範囲が小
規模な場合に力を発揮するものであり、都市圏全てを対
象とするには多大な労力を要する。
そこで、直線経路を用いた手法で取り組んでみたい

���。自動車利用者が出発点と到着点を最短経路で移動す
るとして考察する。これによって、できるだけ広い範囲
を対象とすることを可能とした。対象地域に仮想の線分
を置き、それを直交する交通量と道路の交通容量とを比
較する。
データは、自動車利用者の移動実態を調査したデータ
から「通勤」「通学」のものを利用する ���。対象範囲は
三河の一部を除いた愛知県全域と、岐阜・三重両県の一
部である。
以上に基づいて、朝の通勤ラッシュ時における道路渋
滞を解決したい。

� 研究にあたって

��� 直線経路の精度
最短距離で移動すると仮定すると、交通量配分モデル
に比べると精度が低下するイメージが拭えないが、最
短道路距離は直線距離の約 ���� 倍というデータがある
���。これにより、対象道路網の密度がかなり高い場合に
直線経路による自動車利用者の経路の推定が可能となる
と思われる。
��� 評価方法
対象地域に置いた仮想の線分 	計測線分と呼ぶ
 と直
交する自動車の交通量を、道路の交通容量と比較して、
道路が不足している地域とその不足量を求め、追加す
べき道路の配置について検討する。どの道路が容量オー
バーになるかは考えない。

� 計算方法

��� 計測線分の定義
計測線分 	�
と直交する単位時間あたりの自動車交通
量を、出発点と到着点をつなぐ直線経路から求める。出
発点などの座標は各市区町村役場とした。自動車が信号
停止や工事による規制などによるロスを含めた平均速度

を ���
とし、走行できる単位時間あたりの交通量の上
限を � として、これを交通容量とする。交通量は、�を
通過する向きが上下線２方向あるので、それぞれの方向
で結果を出すことが必要となる。本研究では、名古屋市
中区役所に向かっていく交通量を ��、逆に外側へ向かっ
ていく交通量を �� とする。実際の道路は上下線とも道
幅が同じで、交通容量が同じ場合が大半なので、� は
��、�� によらず一定とする 	図 �
。

図 � 例・計測線分と道路

ここで、二つの仮定をおく。

�� � を通過する自動車利用者は、� と直交する道路
のいずれかに割り当てられる。

�� ある �で �� � � または �� � � となる場合は、�
をまたぐいずれかの道路で � と交差する地点で交
通容量が不足し、混雑が発生している。

以上を前提として、混雑場所を割り出していく。
��� 計測線分の配置方法
対象地域を平面として、直交する �� 軸を定める。名
古屋市中区役所を中心 	原点 �
とし、�から長さ �、�

軸となす角 �の線分を垂線とする直線を引き、直線と垂
線の交点を � とし、� を中心とする長さ ���
の線分
をおき、���
ごとに � 分割し、��、��、�� を定める。
この ��、��、�� を計測線分とする。�座標の小さいほう
が ��、大きいほうが �� と定義する。
� � �	 �	…	 ��	�

、� � 
 ��

��
	
 � �	 �	…	 ��
 の全

ての 	�	 �
の組み合わせについて ��、��、� の値を求め
る。ただし、計測線分が海にあって道路が全く無い場合
は、その計測線分で計測された交通量は隣の計測線分の
交通量に加算する。実際に � � ��、� � ����

��
、�� のと

きに計測線分をよぎる道路が一本もない場合が発生する
が、ここで計測された交通量は全て � � ��、� � ����

��
、

�� を通過するものとした。
なお、� � ��としても、��、�� が � を上回ることは
無かった。
この試行を通勤ラッシュ時である �時、�時、�時毎
に行い、��、�� のいずれか、または両方ともが交通容量
� を上回った時の計測線分を全て地図上に書き込む ���。



図 � 例・計測線分の位置

��� 道路の交通容量
道路の種類ごとに交通容量を設定した 	表 �
。県道よ
りも交通容量が少ない国道やその逆などがあり、道路種
別で定めるのは適切ではないかもしれないが、道路の車
線数などが不明なため、このような形をとった ���。

表 � 道路の種別と交通容量

道路の種別 交通容量

高速道路、自動車専用道路 ����

名古屋高速 ����

国道 ����

県道、地方道 ����

��� 道路網を改善するにあたって
容量が不足した計測線分は、実際に混雑が発生する地
域ではなく、混雑が発生する原因の隘路であることを示
している。現実の道路の混雑は、容量の不足する箇所か
ら地理的かつ時間的に進行方向と逆向きに影響を及ぼ
し、速度は時速 ���
より遅くなるであろうから、現実
の混雑の様子を表すことは難しい。
また、新規に建設する道路は全て国道とし、計測線分
に対して国道が何本分不足しているかを考える。

� 結果

�時では ��、�� ともに全ての計測線分において交通量
が交通容量を上回ることはなかった。
�時では、かなりの数の計測線分で �� � �、�� � �

となることが見受けられる。特に名古屋市中心部へ向
かっている自動車がかなり多く、道路の容量が不足して
いることを示している 	図 �
。
� 時では、�時より混雑が解消されているものの、依
然として混雑は続いている。�� � � となった計測線分
は１本しかなかったものの、�� � � となる計測線分は
まだ何本か見受けられた。

� 新規道路計画案

最も交通容量が分布した � 時・�� をもとに作成した
	図 �
。これにより、全ての計測線分において混雑が解
消される。

図 � �時・中心から外に向かう交通の場合

図 � 新規道路計画案

� 自動車利用者数を制限した場合

名古屋市が就業地の自動車利用者に対してロードプラ
イシング 	課金
 を実施して利用者が � 割減になったと
すると、かなりの効果が期待できる。対象範囲全ての自
動車利用者が �割減となった場合とほぼ同等の効果とな
ることから、名古屋市を就業地とする人がいかに多いか
を裏付ける結果となった。

� おわりに

市区町村役場間を移動するという条件のため、同じ市
区町村内を移動する自動車が存在していない点と、「自
由」「業務」「帰宅」を目的とした自動車利用者を含め
た、全ての時間帯の調査方法を考える点が今後の課題で
ある。
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